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昭和63年の冷温による水稲の障害不稔と高位分枝の発生
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1 は じ め に

昭和63年 7月下旬の異常冷温により,宮城県下の水稲に

著しい障害不稔が発生した。特に8月 13日以前に出穂した

早生品種等では不稔歩合が著しく高かった。この障害不稔

が発生した稲の高節位に異常な高位分枝 (俗に「枝穂」又

は「抱かれ穂J等 と呼ばれている)の発生が観察されたの

で,そ の実態調査を行った。

仙台では昭和63年 7月 13日から31日 まで連続して19日 間

低温注意報が出され,特に7月下旬は著しい低温で,日平

均気温の旬平均は186℃であつた。このため多数の品種・

系統に障害不稔が発生し, 9割以上の不稔が発生した品種・

系統もみられた。

2調 査 方 法

宮城県農業センター圃場における水稲奨励品種決定基本

調査に,昭和63年に供試した品種及び系統73種を調査対

象とした。成熟期に各 2株をサンプリングし,それらの全

穂について不稔歩合,高位分枝の発生割合等を調査した。

3調 査 結 果

は
' 
不稔歩合と分枝の発生

障害不稔が多発した品種・系統では,図 1に示したよう

に,穂首節から数えて,第 3節 ,第 4節及び第 5節から通

常はみられない分枝が発生した。これらの高位分枝の出方

は,第 3節又は第 4節から1本発生しているもの,第 3節

及び第4節 ,第 3節及び第 5節 ,第 4節及び第 5節から各々

1本発生しているものが観察された。しかし,第 5節から

の発生は少なかった。次に,主茎及び正常の分げつ茎上の

穂 (以下,正常穂と呼ぶ)の株平均不稔歩合と,高位分枝

の発生総数の正常穂数に対する害」合を図 2に示した。正常

穂の不稔歩合が∞%程度から高位分枝の発生がみられ,不

稔歩合がおおむね50%を超えると,高位分枝の発生率が高

まる傾向がみられた。不稔歩合が90%を超えると高位分枝

の発生率 (高位分枝数÷正常穂数×100,以下同じ。)が 100

%を超える品種・系統もあり,中にはアキヒカリのように

150%近い発生率の品種もあった。一方,正常穂の不稔歩

合が90%を超えても,高位分枝の発生率が35%程度の山形

図 1 高位分枝の発生部位と分枝の
生長程度 (模式図)
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図 2 正常穂の不稔歩合と全分枝発生率

37号のような系統もあった。

2)節位別分枝の発生割合
第 3節からの高位分枝の発生は,正常穂の不稔歩合が30

%程度からみられ,100%近 く発生 したものもある。 第
4節からの高位分枝の発生は,正常穂の不稔歩合がおおむ

ね60%以上でみられ,発生率が70%程度に及ぶものもあっ

た。
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図3 正常穂の不稔歩合と3節分枝発生率

0)分枝の生長と不稔歩合
表 1に第 3～第 5節に発生した高位分枝の稗長 ,穂長 ,
一穂籾数及び不稔歩合を示した。第 3節 ,第 3節及び第 4

all,第 3節及び第 5節から分枝が発生している場合の第 3

節からの分枝の平均値は次のとおりであった。分枝の発生

している第 3節の地上からの高さは204鍬,繹長は571m
でそれらを合わせた長さは775mと なり,正常穂の株平均
の稗長である696卸より長かった。第 4節 ,第 4節及び第
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図4 正常穂の不稔歩合と4節分枝発生率

5節から分枝が発生 している場合の第 4節からの分枝の平

均値では,発生節位の地 Lか らの高さは11 lm,稗 長は446

mであり,第 5節からの分枝の発生節位の地上からの高さ

は37m,繹長は384¨であり,分枝発生節位の高さと分
枝長の和は第 3,第 4,第 5節分枝の順に小さくなる傾旬
があった。一方 ,穂長は分枝の発生節位と無関係で短く,

9“程度で一定であった。これらを模式的に示すと図 1の

ようになる。一穂籾数は穂長と同様で各節の分枝とも20粒

表 1 第3,4,5節からの発生分枝の淳長,穂長及び不稔歩合

正  常  穂 分 枝

発生

節位
品種数 穂毅  稗長 穂長 籾褻  套饗  寡饗 千粒重

(本) (m) (m) (粒 ) (%) (%) (′ )
穂簸 爺警 稗長 穂長 籾嚢 套客
(本 ) (釧) (m) (m) (粒 ) (%)

3 155 717 689 27 5 173 79 57 1 21 2   684

4 151 74 1 167 111

5 3 0 5     3 7   38 4   9 5    283   100 0

台で少なくほぼ一定であった。 しかし,分枝発生率が100

%を超えるものがあることから,″当り全分枝籾数では,

10千粒を超えるものがあり,ア キヒカリ,お、系149号のよ

うに15千粒程度に達するものもみられた。これら分枝籾の

不稔歩合は,第 3節からの分枝で684%,第 4節からの分
枝で965%,第 5節からの分枝で100%であり,第 4節及
び第 5節からの分枝の籾はほとんど稔実しなかった。また,

分枝の籾の登熟歩合は低かったが,10%を超えるものもみ

られた。一方,正常穂の不稔歩合が80%を超えると,第 3

節からの分枝の不稔歩合が低下する傾向がみられ,正常穂

の不稔歩合が高いほど,分枝の株当り登熟粒数が多くなる

傾向が認められた。

4 ま  と  め

昭和63年 7月 下旬の冷温により,障害不稔の発生した穂

の茎に高位分枝の発生がみられた。これらの分枝は穂首節

から数えて第 3節から第 5節に発生し,分枝長は発生する

節位が下がるほど短くなり,その発生率と正常穂の不稔歩

合との間で正の相関関係がみられ,節位別の分枝発生率は

第 3,第 4,第 5節の順に低下した。これらの分枝の籾は
ほとんど稔実しなかったが,一部には粒厚が1%“以上ま

で稔実した粒もあった。
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